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自 ２０２３年（令和５年）４月  １日 

至 ２０２４年（令和６年）３月３１日 

 

 

 

 

 

公益財団法人 日米医学医療交流財団  

 



 
 

 

2023 年度 事業計画 

 

   新型コロナウイルス感染症の影響により収支環境が厳しさを増す中、安定した財源の確保を図りつつ、

公益法人として着実に事業を実施する。また、中長期的な視点に立って、本財団の目的に合致し、本財

団が実施するにふさわしい事業の展開を推進する。 

 

事 業 概 要 

１．会員・寄附の募集について 

本財団の基幹的な収入である会費・寄附金の目標額を定め、会員・寄附の募集活動を積極的に推進す

る。引き続き、日本版ホスピタリスト助成の周知及びネットワークづくりに注力し、また併せて民間企

業への周知を行い、会員の拡大、寄付の拡大を図る。日本版ホスピタリストの定着に向けホームページ

のグレードアップを進めるとともに、臨床教育プロジェクトを推進し、支援者の裾野の拡大を図る。 

 

２．助成事業について 

医療関係者の留学助成事業は本財団の中心的な事業であり、グローバル化が進展していく中で国際的

な架け橋となり、国際的人材の育成に貢献していく。 

 

以下、3件の個人助成（１～３）と、1件の団体助成（４）を行っていく。 

（１）日本版ホスピタリスト育成事業 

（２）環太平洋アジアファンドによるアジアの医療関係者の日本における医学医療研修助成 

（３）医学部夏期集中医学英語研修 

（４）本財団の目的に合致し、助成に値すると認めた学会・団体に対する助成や協賛を行う。 

 

３．医学医療の国際交流の促進及び普及啓発事業について 

医学医療の国際交流促進による国民の保健・医療・福祉の向上に寄与するため、時宜に適ったテーマ

を掲げセミナー及びシンポジウム等を開催する。 

また、広報活動を活発化する。 

 

 （１）セミナー等開催計画 

・主に医師、看護職、医療系学部生等を対象とした医学医療交流セミナー（年 1 回） 

・一般を対象とした日本版ホスピタリストセミナー・シンポジウム 

（２）広報活動 

・会員専用ページを運用し、ニュースページなどコンテンツの追加・充実を図る。財団の事業内

容を適切に案内するとともに、JANAMEF フェローの声や財団の活動状況を積極的に紹介する。 

・メールマガジンを月 1回配信する。 



 
 

 

・各学会・関係雑誌・メディア・留学支援団体等へのコンタクト構築を継続する。 

 

  ４．支援事業について 

国・地方自治体等の公共的な機関からの依頼に基づき、政策課題に対応するため医学医療研修者の派

遣・招聘事業の支援及び医学医療に関する調査・研究事業の支援を行う。 

 

 



 
 

 

事 業 内 容 

（2023 年 4 月 1日～2024 年 3 月 31 日） 

 当財団が本年度計画する事業活動は以下のとおりである。 

事業の項目 内 容 

1．会員・寄附の募集

事業 

1） 会員募集及びネットワーク構築 

・フェローデータベース及び会員情報のアップデート 

・会員交流会の開催（年 1回） 

・ホスピタリスト経験のあるフェローミーティングの開催等 

2）会員及び寄附の募集のための定期的な連絡（年 4 回） 

3）団体助成対象となる学会の 2023 年度セミナー大会長、及び予定が明確な

場合は次年度の大会長に対する応募依頼、及び学会事務局との関係構築 

4）臨床教育プロジェクトを通じた医療機関向けの団体会員募集の活動 

 

2．個人助成事業及び

団体助成事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）日本版ホスピタリスト育成事業 

●長期助成事業（1年以上） 

以下を対象とする。 

①Internal Medicine、Family Medicine 等の分野でレジデント（臨床研

修）を希望する医師 

②レジデントを終了し、General Internal Medicine フェローシップ等の

専門研修を目指す医師 

③レジデントを終了しホスピタリスト等のステップアップを目指す医師 

●短期助成事業（1年未満） 

ホスピタリストの役割、働き方に対する理解を深め、体験を積むことを目

的とする 1～2 週間あるいは数ヶ月間、米国のホスピタリストである医師

のもとで行う研修に対する助成 

●助成対象者が日本へ帰国した際の受け入れ先病院の選定の支援に向けた

受け入れ先病院のネットワーク化 

2）環太平洋アジアファンド 

・アジアの医療関係者の日本における医学医療研修助成 

 



 
 

 

3）医学医療に関する学術集会に対する寄附金受入及び助成 

・第 11 回汎アジア太平洋皮膚バリア学会 5/10（東京） 

・東京国際内視鏡ライブセミナー2023 8 月（東京） 

・第 29回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 9/2～3（横浜） 

・第 82 回日本公衆衛生学会総会 10/31～11/2（つくば市） 

・第 55 回日本小児感染症学会総会・学術集会 11/25～30（大分） 

 

3．医学医療の国際交

流の促進及び普及啓

発事業 

1）セミナー等開催計画 

・主に医師、看護職、医療系学部生等を対象とした医学医療交流セミナー

（年 1回） 

 2023 年度は日本大学医学部共催（11月 11日） 

・一般を対象とした日本版ホスピタリストセミナー・シンポジウム 

2）広報活動 

・会員専用ページ運用、ニュースページなどコンテンツ追加 

・JANAMEF メールマガジン配信 

・各学会・関係雑誌・メディア・留学支援団体等へのコンタクト構築・当

財団リーフレットの配布 

・一般・民間企業とのコンタクト構築・当財団リーフレットの配布 

・メディアと協働した周知コンテンツの作成 

 

4．支援事業 1）茨城県指導医団国外（ハワイ）派遣事業の実施 

2）埼玉県トップランナー医師育成留学支援事業の書類審査及び面接の実施 

 

 


